





























天皇自らが古今伝受を相伝することにより、古今伝受は御所において継承されることになった。それまでは一人ずつ相伝し、最も優秀な門弟にすべてを伝えた であるが、御所 入ることにより、最も重要な秘伝を伝え 継承者は皇族になった。そのため 御所伝受においては、複数の歌人が同時に 受けることになる。 れも御所伝受になって変わったことの一つであろう。
一方、後水尾院は、古今伝受を相伝する門弟だけで なく、広く、






































は、勅使を派遣して、住吉大社・玉津島神社に、宮廷歌人の和歌 奉納した。智仁親王が一人で奉納した住吉大社に、数十名の宮廷歌人が五十首の和歌を奉納したのである。こうした古今伝受後奉納和 は光格天皇に至るまで七回行われた。そして住吉大社に限らず、和歌両神の一つである玉津島神社にも同様に奉納された。それまで門弟を選んで一子相伝を繰り返 てきた古今伝受は、御所に入り、皇族により継承されることになった。相伝するのは一人であるが、伝受するのは複数である。そして、さら 古今 受 受けなかった宮廷歌人 ちも、和歌両神に歌道が護られるることを祈念して和歌を奉納した。それまで器の水を器 移すように継承された古今伝受が、御所に入 と 歌壇全体で支えられるようになったのである。これも御所伝受 なっことによる変化の一つといえ 。
　
         
注（１）
　『古今伝授沿革史論』 。なお、 御所伝授における和歌の添削については、
「御所伝受の成立について」 （ 『近世文芸
36』昭
57・
5）において検討を
加えた。
付記
 本稿は平成
28年
12月、住吉大社におけるシンポジウム「歌神と古今伝受にお
ける講演「古今伝受から御所伝受へ」に加筆したものである。記して和歌両神の御加護と関係各位に深謝申し上げる。

